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行 吸 口 一 月 七 年 十 正 大

論
.

叢

、
利
潤

の
紹
濟
的
道

徳
的
性
質

二

)
・

瞥
業

の
租
税
給
付
能

力

・

進
歩

か
退
歩

か
(
こ

・

農

業
勢
働

問
題

(
ご

・

中

世
都
市

の
獲
達

(二
)

時

恐
醐

直
接
税
制
度

の
整
理
に
就

て

・

説

.,

苑

我
國
農
産
物
生
産
調
査

に
就
て
(二
)
・

競
…

舘
脚

末

國

一
家

五

口
最
少
生
活
費
調

[
.δ
p
}、餌
。
ぎ

以

前

の
會

計

更

概

要

・

家

音

保

険

に
就

い
て

・

・

ボ

ル
シ

ェ
ヴ

ィ
ズ

ム
分
解

の
傾
向

・

●

注
學
博
士

法
學
博
士

廠

學
樽
士

法
學
博
士

文
學
博
士

渋
墨
博
士

法
學
博
士

農
學
博
士

渋
墨
博
士

渋

墨

士

経
濟
學
士

法
學
博
士

田

島

錦

治
.

神

戸

正

雄

財

部

禰

治

河

田

嗣

郎

三
.浦

周

行

小

川
郷
大
廟

高

岡

熊

雄

山
本
美

越
乃

大

森

研

造

野

口

正
,造

河

田

嗣

郎



論

叢

暴

霊

鵬

三
.

筆

三
巻

璽

號

吾

)
.
吾

農

業

勢

働

、
問

題

(
こ

.
,'

河

田

嗣

・
郎

π

一

農
業
欝

羅

の
嚢

剛

問
題
の

方
面
ど
三
募

内
容

・

一

塁

蕩

問
蟹

目
,蓬

差

盛

き
意
味
の
嵩

越

中
琶

参

れ
た

・
も
の
で
あ
っ
て
・
工
蓄

留

禦

一
撃

留

題
の

弄

募

難

た
・
が
如
-
、
農
舞

留

題
も
亦

一
般
勧

問
題
の
他

の

弄

面
に
於

け
る
霧

た
る
に
外
な
孟

。
從
て
其
の
問
移

し
て
の
馨

其
・
問
題

の
原
因
管

至
っ
て
は
』

馨

働

.

問
題
に
就
い
て
説
・
…

、
屡

、
・
が
工
華

嚮

導

婆

鶴

間
響

動

て
當
嵌
ま
る
が
如
く
農

業
蕩

蟹

嬉

し
・
・
亦
書

す
る
の
で
あ
・
。
即
・
舞

舞
.
轡

禦

・
.査

の
.人
薯

ご
し
て
の
基

一
。
・。
向
上
震

を
期
せ
ん
餐

め
に
、
蕃

就
塞

奮

の
鋒

翁

経
済
活
聖

総

体
に
附
し
て
・
.奪

な一

.。
霧

的
蓮

の
與

へ
ら
れ
ん
.、
・
を
棄

し
、
叉
霧

を
難

ず
・
天

善

し
℃
の
人
々
.の
盤

露

華

聯
こ
い
。
倫
理
蜆
に
立
脚
し
・
、
饗

生
存
上
鷺

欝

覇

上
・
於
け

る
馨

馨

を
棄

し
・
此
の
案

に

野
す
る
羅

の
監

生
存
上
警

輕
濟
蕩

上
・
實
緊

態
の
・

一
致

・
指
叢

誌
・
肴

者
の
事

計
婁

一
乗

の
貫
徹
を
期
せ
。
が
爲
め
に
、
羅

・
警

ヌ
・
革
新
を
行
は
ん
.手

慰

の
た

・
意
味
に
於
て
は
・
・憲

工

骨

.



　諜

留

題
ご
何
糞

る
所
掌

、
鶴

間
要

し
て
の
其
・
架

嚢

篁

・
あ
・
・
墨

黒

三

百

噴

て
鏡

代
人
の
倫
魏

　

塾

し
、
基

面
に
於
て
は
現
時
の
無

難

に
關
し
て
塾

す
る
も
の
手

　
ド

一
…る
.
而
し
這

に
之
・伊
蒙

れ
ば
、、
庇
護

響

鶴

墨

・
關
・
て
の
み
吉
は
・・
べ
・
・
要

る
.・
止
ら
す
・
.

現

今
肚
禽

題
議

せ
ら

套

も
の
は
、
皆
此
の
里

根
本
意
義
の
上
晟

立
て
る
も
の
で
誓

・

　

,
れ
こ
も
暫
く
か
、
る
架

難

恩
義
の
詮
索
を
離

れ
て
、
問
題
・
且
薩

鍵

・
続

・
て
之
・
饗

す
れ
ば
、

一
同
薩

禽

題
ε
い
串

に
在

っ
て
も
、
蕩

問
題
な
・
も
の
に
は
そ
.れ
特
有
の
意
義

あ
り
・
女

同
じ
く
蕩

檀

ご
い
ふ
も
の
、
中
・
在
つ
・
も
、
農
謬

留

讐

は
ま
馨

れ
薯

の
嚢

が
あ
っ
て
・
其
の
特
殊
の
意

義

に
依
・
、
緩

は
そ
れ
ぐ

蔑

問
題
中
の
辱

殊
綴

・
し
て
髭

せ
ら

る
、
も
の
な
る
を
・
知
る
こ
岳

出
来
、
。
面
し
。、
従
来
は
、
肚
會
蟹

の
中
・
在
っ
て
は
、
蕩

問
題
が
最

も
舞
.
覗
・
れ
た
る
爲
め
に
・
肚

會

問

題
`
。
.
匿

ち
に
蕩

濃

を
意
味
す
・
が
如
義

説
か
れ
、
蕎

趨

三

ふ
中
で
隻

嚢

誹

鰻

.

が
最
・
重
護

さ
れ
た
・
響

に
、
・
は
直
ち
呈

葬

働
問
題
を
意
味
す
嘉

如
く
に
考

へ
ら
れ
尾

從
て
農

蕃

習

麗
な
・
も
の
は
、
鶴

綴

毛

τ
も
、
廣
駐

留

警

し
て
も
・
養

鵬

却
さ
発

る
親
が
め

つ
て
、
之
。
閲
す
る
特
殊
の
箋

の
行
・
ミ

暫

ぞ

,
蓬

が
解
決
議

・
三

筆

的
慈

の
譽

れ
た

る
所

も

割
合

に
鮮

な

か

っ
た
。

加
之
、
寡

髪

蕩

綴

こ
い
へ
ば
、
・
れ
鳳
警

礬

土
・
問
禦

・
が
如

く
暑

へ
ら
れ
・
常
に
蕩

・

.

論

叢

農
舞

留

題
(
こ

-

筆

三
費

堕

號
.

互

)

互

"

.



。

叢

鑑

盆

。
警
.

筆

蓉

(第
・
號

■
葦

五
テ

一
の
供
給
爪
足
蓬
・
ふ
事
實
一

塁

・
、
企
糞

其
・
肇

・
於
・
困
却
す
農

で
あ
る
看

れ
、
工

毒

留

禦

寧
ろ
常
に
蕩

過
剰
・
・
書

捧

・
て
生
・
・
企
萎

・
有
利
で
鬱

蒼

不
利
狂

壽

「を
菓

こ
す
、
ご
全
く
其
の
趣
を
異
に
し
、
悪

は
光
勲
よ
り
し
て
、
・
饗

し
・
大
姫
・
其
・
藝

・
異
・
す

る
次
第
。
り
ε
説
か
れ
・
來
た
.
從
・
婁

播

周
響

・
ぺ
ぱ
礬

土
・
問
題
巳

て
の
み
講
究
に
値
す
る
も

の
喜

ら
れ
、
枇
會
問
饗

し
て
の
妻

は
殆
ん
ご・多

廠

み
ら
れ

る
所
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
.

一
け
れ
ご、も
肇

欝

蟹

。
決
、
・
斯
か
る
意
善

於
・
の
み
成
立
・
.高

趣
で
は
・
く
・
工
華

留

題
同

様

に
、
経
堂

の
蟹

ご
し
て
の
嚢

・
固
言

包
食

れ
・
居
・
が
、
審

問
題
已

て
の
嚢

も
含
有
せ
ら

れ
、
然
か
、
後
者
の
嚢

詮

蚕

要
・
、
勢

に
・
ケ
畿

誓

依
つ
・
は
、
其
の
審

問
警

し
て
の
重
要

一
　の
程
度
は
、
工
業
薔

綴

に
劣
ら
ざ
・
も
…

こ
募

、
近
頃
漸

-
摩

羅

・
れ
ん
手

配

書

～・

一
然
し
問
題
。
舞

の
程
度
ご
・
ふ
・
・
は
、
、暫

芝

姦

ミ

し
・
、
禽

題
・
の
・

の̀
・
糞

を
明

か
に
せ

痛

め
に
、
且

は
叉
嚢

の
豊

の
嚼

め
に
、・

試
芝

・
解
剖
的
・
考

へ
て
見
・
く

塁

鶴

間
警

三

方

面

。著

し
、
三

重

の
内

容
を
有
す

・
も
の
な
～

諸

善

・
ご
.が
出

家

る
・

函

塵

謬

榴

警

、
工
毒

留

題
高

『

、

「
の
羅

問
塑

あ
っ
.・
・
先
垂

蕃

に
其
の
階
級

一
に
孕

る
人
々
の
講

利
害
に

・芒

て
直
接
の
關
係
・
有
す
・
羅

で
あ
・
。
詳
享

れ
は
庭

謬

響

暴

」せ
ら

".
》
人
々
の
、
経
済
上
、
肚
璽

及
び
文
化
上
・
藷

係

・
・
褒

・
響

・
墨

で
究

●



魏

鰐

離
縁

経

時禍難

繕

輕羅

鶴
舞

騨禦一

.

て
婁

毒

働
階
級

歯

す
・
墨

も
、
其
の
笙

、あ

方
面
已

て
、
此
の
階
級
問
の
利
害
關
係
・
即

ち
欝

者
.

㎞

㎝

箕

の
雇
ま
あ

問
の
關
係
、
、從
て
勢
働
者
農

業
慧

ぎ

の
間
の
關
係
が
、
問
題
の
内
容
を
形
造

る
こ
ξ

な

㎞

　

る

。

即

撫
縫
蟷
罐
酵
饗
舘
強
制
響
亮
野
鶴
れ詳
輪
編
篇
甑

蕪

讐

繍

醗

卸
翩翻縮
譲

繋

矯

る關係
畿

喜

於
遜

〒
・叢

授
・剛
濃
鋳
す
る三
つの利嚢

蓋
別し・そ
の何れ
の蕪
より
晶

質
譲

鑑
ビ購

鶴

舞

浸齪

籍

鵬
甜
鍵

蘇

獣
駝
瞬
謬

論

　

筋
霧

趨
糟
縄
鮭
鞍

翫
翻
に謹

伽
羅

凝

縮
漕
暢
濾
計
測就

職
　

お

の
解
繹
判
断

ご
し
て
は
、
.此

の
三

方
面
は
鈎

し
く
顧
み
ら
れ

る
こ
ご

N
な
ら

ね
ば
な
ら

鳳
ε
七

て
居
.る
。
.

り

盤

叢

農
葬

留

題
ε
.

筆

三
巻

(更

號

五
三
)

五
三

,

"

.



湘

叢

農
業
勢
働
問
題
.蛭
.

第
+
・
巻

・鴛

・
四
・
.

西

・

.

。

・
.
チ
ソ

ス
キ
垂

も
亦
農
業
勢
溜

警

・
し
て
は
、
三

・
の
鋸

ぽ
糞

壷

雀

・
・
↓

㎝

鰯

　雛
　騰　無
難

蠕

灘
欝
欝
鱒

}謄

躍
　　　　　壇
　

次
薯

』
か
、
、
屡

は
此
の
衝
突
の
融
和
・
棄

し
、
然
か
・
そ
れ
・
駕
す
に
・
董

・
彙

垂

之
を
減
少

㎞

せ
『)
め
な
い
で
維
持
す
る
に
努
・
、
紫

得

べ
ん

ば
之
を
増
加
せ
し
む

・
.・
努
む

べ
き
を
怠
る
…

嘉

出
來

艶

.

澱
.
藪
に
於
て
か
綴

の
科
器

舞

は
其
の
第
三
・
任
参

し
て
f

何
　

道
・
労

す
れ
ば
・
生
産
を
傷

繍

轟

疑

し
て
、
企
業
家
乙
労
働
者
ε
の
間
に
於
け
る
利
害
を
調
和
す
・
を
得
べ
・
萎

　

・
∴

,　

　

　

て
の
　

　

窪

關
す
・
　

　

だ
も
の
銀

鉱

ら
.
鰍

暴

、
羅

が
斯
あ

如
・
三
禦

よ
り
し
て
致
究
せ
・
・

ぺ
・
・
の
・
・
の
藁

・
し
て
.・問
題
は

そ
の
表
は
れ

勾

さ



橘

の
一方
面
に
於
て
せ
ら
る
玉
湯
A
.
に
於
て
も
、
常
に
次
の
三

・
の
重
要
な
・
　

套

…

一

!

威

の
場
　

　

　

　

・
　

何
で
あ
る
か
・
如
　

　

鉱

る階
瓢

渦

吉

を
必
要
与

る
か
。
そ
の
利
害

關
し
・・
藁

・
向

っ
て
努
力
し
で

あ
る
か
・.

副

う

し

.

に
馨

の
必
要
-し
し
.又
案

ず
る
所
に
讐

て
、
塁

脛
薯

箕

の
脛
蓼

は
如
何
な
る
關
係
を
有
す
る
か
誌

如

何
な

る
顧
慮

が
之

に
關

し
て
梯
は

る

べ
き
で
あ

る
か
。

.m

.

鮪　
鑓

　雛

塘繍藷

難

蘇
繋
馬編
.　」

而
し
て
街
ほ
更
皇

む
で
は
、
撮

璽

馨

政
叢

・
…

芒

て
能
く
・
右
の
任
鍵

勲

。
灘

ぺ
黛
や
.
囎

の
企
業
羅

洪
業

、
里

方
再

於
・
・
薪

・
鉱

　

か
・
少
く
ε
も
雇
舞

ぎ

磯

け膳

蕪

観巽

麗灘

蓄

で邊
で　
.　,

「

・
・

　

鞠

働
者
』
尚ユ
塀
よ
紅
囀

る
遭廣蟻

簿

　
、、五
玉
)

五
五
..
..∵、
.

の



　
前
・罫

霧

濯

　

謬
勧解

芒鍵

欝

饗
亡しギ

ら
れ、

嚢

慧

上
に
量

ε
せ
ら
る
蠢

動
力
・
得
・
こ
あ

欝

、
響

蕩

・
霧

供
給

続

脊

蕎

星

弄

る
種
々
の
關
係
ご
を
ば
、
常

に
生
奮

い
ふ
事
柄
・
忠

已

・
糞

す

・
が
例
で
あ

っ
た
・
け

μ
葛

脛

齧

係
に

」於
て
・
に

欝

に
物
的
利
害
昆

較
詫

ば
、
人
的
礫

・
方
重

ん
越
ら
れ
な
け
れ
ば
な
畠

一

。
が
、
現
今
漸
藷

・
ら

る
・
に
,至
れ
・
に
連
れ
・
、
蕩

問
題

・
亦
・

.
先
づ
以
・
人
を
害

し
暑

へ
ら
る
ぺ

、

き
も

の
た
る
。
系

、
■認
。
ら

る
・
や
う
に
・
つ
だ
。
即

ち
問
題
は
、
國
熱

中
に
在

っ
て
野

薮

に
捗
り
・

・

大

。
な
る

「
階
馨

形
造

れ
る
所
・
勇

生
存
上

・
根
杏

聾

・
・
綴

・
害

・
其
の
人
々
の
庭

弄

ぴ

に
.精
型

。
利
豪

勢

馨

れ
…

の
…

.
何
れ

に
し
て
・
…

ゆ
・
欝

滑
動
及
ぴ
あ
ら
ゆ
る
生
.

遼

の
、
的
は
、
人
の
利
藷

肚
に
存
し
、
決
し
て
反
響

、
人
・
藁

、
・
冒

香

し
て
の
欝

な
る
も

一
あ

玉
護

。
薦
め
に
用
・
ら
れ
、

、之
れ
に
奉
仕
す

べ
・
筈
の
も
の
で
は
・
・
の
だ
か
ら
・
.塁

蕩

問
題
燈

て
.

一
一
、
、
先
亘

異

の
問
題
星

空

の
利
害
の
篶

せ
ら
れ
た
・
蕩

落

紙
そ
の
も
の
蓮

命
上
の
農

乞

一
て
、
そ
の
鋸

よ
り
之
を
莞

せ
な
け
れ
ば
な
島

・

璽

之
を
考
。
、
に
、
.勢
働
.青

身
に
封
ず
・
趨

ε
・
て
の
髪

鶴

間
警

・
樹

勢
.働
者
の
生
存
に
直

.

警

る
櫟

を
持
ち
、
野
饗

・
生
存
は
謂
・
芝

れ
・
依
存
す
・

・
い
・
潔

か
ら
・
常
に
先
づ
餐

に
掌

る
問
題
`
、
て
表
。
れ
粟

・
る
・ぜ
得
・
・
.
而
・
て
塁

・
在
・
て
塞

や
餐

は
原
則
巳

て
蕃

に
依
て

.

庫

.



驚
馨

篶

翫騒

隷

腰
業

雛
蒲
驚

　、
な
い
.
然
し
乍
ら
よ
乏

を
孜
・
・
…

、
・
農

村
・
・
既
長

窪

濟
が
在

れ
て
居
る
註

い
へ
、,

}や
は
り
ま
だ
よ
・
で・
自
舞

・
性
舞

・
て
居
・
妻

・
寡

勢
銭

費

實
藩

の
嘉

ξ

、
の
、
少
、
。
.
の
だ
か
・
、
傷

者
ε
し
て
は
、
奮

幕

餐

額

・
の
み
鯉

す
・
・
三

は
く
・
.貨
鬘

物

両
奮

然

.。
べ
垂

、
せ
る
眞
寡

賃

の
高
の
大
・
ら
ん
・
墓

重

三

・
筈
・
・
の
で
あ
る
ど

も
か
く
農

策

に
於
け
る
餐

問
題
は
、
之
・
纂

葺

の
み
限
・
て
考
…

で
は
…

然
る
に
も
拘
ら
毒

除
に
於

て
は
た
ゴ
主
こ
し
。
貨
震

の
高
低
の
み
が
問
題
呈

ぽ

、
然
か

も
髪

勢
賃
は
常
・
響

の
商
工
募

警

護

。
乳

、
其
の
幕

額
は
響

に
比
較
・
孟

か
に
下
倍

あ
・
を
饗

す
・
蓄

…

之
が
爲
・
・
農

.

蒜

響

農

村
を
捨
て
、
都
會
に
警

乗
・
て
流
入
す
・
勢
を
助
長
せ
・
・
あ

多
大

な
る
妻

は
・
事
書

　し

て
之
を
認

め
な

け
れ
ば
な
ら

澱
。

　
一
而
、
て
釜

塚

算

・
に
瑛

て
見
れ
ば
、
近
年
肇

餐

も
可
美

・
な

・
騨

・
見
る
・
玉
名
.
が
・

一

芳

に
多
ぎ

・
畳

縁

賃
・
盤

せ
…

ぎ

・
勢
賃
婆

・
蓉

は
霧

鍵

貴
の
赤
倉

養

し
て
考
量
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
畠

も
の
た

・
が
爲
・
に
、
填
塞

賃
が
果
し
て
・
老

年
増
加
し
た
る
や
否
や
は
・

奮

し
難
・
.
之
菱

・
・
堵

地
方
・
警

鐘

・
・
棄

・
・
あ
る
・
け
れ
で
「も
大
讐

於
で
は
肇

蕩

一
輪

叢

農
業
芽
働
問
題
(
一
》

・

,

・
.第
十
三
巻

(
第

一
號
.

五
七
)

臥
七

噸



…
論

叢

.
彙

盆

墨

一
》
.
.

第
+
三
登

笙

號

五
5

五
八

者

の
勢
寝

入
も
眞
寒

る
増
加
を
見
た
・
・
愚

之
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
雲

第
で
・
、
誇

・藩

繕

巌

涯
臨

・
於
・
馨

喜

・
け
窪

蓋

・
然
…

増
加
覧

た
る
は
・
塁

側
に
於
て
審

政
策
的
見
地

よ

り
進
む
で
多
ぐ
を
要

る
に
至
れ
る
に
因
る
わ
け
で
は
な
-
、
諸
園
に
於
て
農
業
勢
働
の
供
給
が
禦

不
足
す

.

る
傾
向
の
響

な
・
が
矯
め
に
、
.需
要
供
給
の
法
則
的
關
係
よ
り
し
て
賃
金
増
加
を
見
る
に
至

っ
た
も
の
た

る
に

渦
ぎ
沁
。
然
し
農
業
勢
働
者
は
、
事
實
上

に
於
け
る
其
の
勢
賃
吸
入
の
増
加
を
見
、
生
活

に
謝
し
て
は
多
少
町
鯨
裕

を

す
.ら
生
み
出
し
得
て
、貯
蓄
を
も
行
ひ
.得
る
所
あ
る
に
拘
ら
す
、
術
ほ
依
然
ε
し
て
農
村
を
捨
て

」
都
會
に
向

っ

て
流
入
す

る
傾
向
を
攣
せ
な

い
。
ε
し
て
見
れ
ば
、
農
村
の
住
民
が
其
の
田
舎
生
活
に
満
足
し
得
な

い
で
、
都
會

に
向

っ
て
流
出
す
る
は
、
た
ゴ
勢
賃
敗
入
の
多
葱

い
ふ
・
隠

か
り
に
因
る
次
第
で
は
な
文

つ
ま

り
農

村

生
活
に
於
け
る
生
活

の
軍
調
に
飽
き
、
向
上
獲
展
の
機
會
乏
し
き
に
不
満
足
を
減

じ
、、
能
力
獲
揮
の
機
會
多

き
都

會
生
活
に
憬
れ
て
然
る
も
の
た
る
を
思
は
な
く
て
は
な
ら

澱
。
農
民
離
村
の
傾
向
が
、
必
ず
し
も
オ
ッ
ペ
ソ

ハ
イ

　

下

民
輩

、
の
唱
ふ
・
聖

畦
農
村
の
生
活
が
野

饗

、
人
・
審

冤
れ
て
勢

弱
き
響

簿

に
向

っ
て
走

葛

の
・
あ
ら
ざ
る
こ
轟

之
難

藤

地
が
な
い
・

け
摯

、
も
、
農
無

賃
が
響

の
断
工
業
餐

に
養

し
て
、
遙
か
に
農

な
る
纂

あ
る
に
於
て
は
・
慈

嘘

村
に
於
,
る
貨
。
の
饗

力
が
・
會
に
比
し
て
大
な
り
ご
も
、
盆
・
・
養

謬

働
者
・
難

曇

す
・
不

満

足
を
増
し
、
其
の
難

の
傾
向
を
助
長
す
る
・
こ
の
人
な
る
は
、
之
を
否
み
得

べ
き
次
第
で
な
い
か
ら
・
農
業

4)Dr.Fr.Oppenheimer,Gro55gruDdelgentumundSocialeFraSe
,

S.98fg.『

噸

■



勢

賃

の
出
來
得

べ
き
限
り

の
増
加
を
圖

る
ご

い
ふ

こ
ご
は

、
政
策

ざ
し
て
は
最
も
必

要

な
る
こ
ε

、
す

る
。

而

し

嘉

鑓

禁

野

鍼
疑

藁

U
鋸

紺

鋸

轡

難

卸

鯵

朔
蝋
縮

細

得
の
分
配
に
預
る
を
得
せ
し
め
、
生
肇
業
を
・
て
聡
警
雇
券

粟

・
・
し
・
・
、
之
・
劃
す
・
響

∴

協

同
参
加
を
見
る
組
織
を
導

出
す

こ
あ

、
最
も
布
敷

で
必
要
で
然

か
も
比
較
的
貴
行
し
易
き
こ
ご
が
・
唱
道

顧β

せ
ら
る
羨

第
で
め
る
。
経
管

に
封
ず

.、
勢
働
者
の
参
加
は
、
大
規
模
で
込
入

っ
た
工
業
企
業
に
於
て
は
、
中

々
、鵡

.

實
行
容
易
で
な
い
が
、
小
規
模
　

自
作
肇

や
小
作
塁

・
・
於
て
は
、
其
・
實
行
・
決
・
て
国
勢

嘉

仙

ふ

こ
ざ
が
出
[來

澱
。

飼㎜

構
文
農
業
勢
働
者
を
し
て
村
落
に
土
着

せ
ル
め
其
の
極
々
し
き
移
韓
を
防
ぎ
、
然
か
も
同
時
に
其

の
生
活
の
安

.㎞

定
を
得
せ
し
め
、
農
民
ら
し
・
生
・
・
螢
・
し
む
善

し
て
、
鍵

彿
・
方
難

意
・
加

・
、

奮

∴
.

物
勢
賃

ε
し
て
、
一
定
地
域
を
貸
し
與

へ
と
其
の
自
由
な
る
耕
作
を
寫
す
を
得
せ
七
め
、其

の
地
域
は
優

三

家
の

欺

生
活
上
・
必
要
・
満
・
得
・
に
足
・
だ
・
・
大
・
の
・
の
た
ら
・
む
・
制
度
・
立
・
る
・
毒

姦

・
ゑ

・
・

脚

毫

、
唱
導

ら
・
と

至
つ
㍉

此
の
制
度
は
昔
時
は
廣
霧

は
れ
た
所
で
・

蒔

纂

経
済
農

村
髪

の

紬

…

　

毒

蹄
　

し
泰

灘

壷

漿
　

・
し
め
　

・
奪

、
彗

如
何
・
依
・
て
は
∴

農

業
勢
賃
制

`
し
て
は
最
も
農
業

に
ふ
さ
は

し
き
も

の
ざ
謂

ふ

こ
ご
が
出
来

る
で
め
ら

う
。
.

句

論

叢

農
業
労
働
問
題
(
一
)

第
十
三
巻

(第

一
號

五
九
)
.

五
九

叩

や

.



…
論

難

塁

盆

問
題
二
)

筆

三
登

篁

號

六
9

き

一
次
に
欝

に
重
い
で
農
萎

働
者
長

っ
て
大
事
な
問
題
は
、
蕩

契
約
の
全
般
的
説
経
に
騙
す
る
こ

ε
之
れ

蕩

急
。
即
ち
蕩

上
の
薪

に
閲
す
る
も
の
之
れ
で
あ
る
。
従
来
農
舞

働
誉

謝
し
て
は
・
葎

上
に
於
て

嘉

賓
上
・
於
て
も
、
封
建
的
莚

の
残
存
せ
・
も
の
あ
っ
た
爲
め
に
芝

に
劃
し
て
肇

講

者
が
ざ

な
る

不
黍

を
叫
む
だ
の
は
、
蕎

ほ
愚

っ
為

る
は
、
洵
に
無
理
か
畠

所
与

る
。
然
る
に
蕎

ほ
現
今
の
法

「制
に
於
て
は
、
農
蒜

働
に
關
し
て
特
別
に
之
を
規
径
す
べ
姦

希
な
一
、
其
の
叢

契
翻

係
民

望

竺

般
雇
傭
露

量

し
て
舞

的
な
垂

情
あ
・
に
拘
ら
す
、
之
歯

す
る
特
殊
の
法
規
な
き
ξ

も
・
盆

書

取
っ
て
は
、
大
い
な
る
苦
痛
π
ら
ざ
る
を
得
な
い

。而
応
て
砦

は
濁
り
雇
纏

働
誉

就
い
七
の
事
た
る
の
み
.

に
止
ら
す

、
小
作
人
を

以
て
寧

ろ

一
種

の
勢

働
者
.ε
見

る
こ

ご
の
正
當

な

る
國

々
に
於

て

は
、
其

の
小
作
契
約

の

噸

に
關
、
て
、
、
民
法
上

。

一
般
暮

借
契
約

に
關
す
る
規
定
以
外
、
更
に
特
別
な
・
、
小
作
契
約
・
閲
す
る

}渉
規
の
存
す

、
を
量

ε
し
、
其

の
存
せ
ざ
る
、
。
は
、
.小
作
人
の
大

い
に
不
便

こ
し
不
利

だ
し
苦
痛

手

・
所

零

ざ
、
を
得
な
.
。
蓋
、
認

。
風
袋

他

。
根
本

法
誓

、
多
,、
・
之
れ
。
.・
ジ
・
ア
支
配
雫

に
・
・
ジ

ヨ

ア
の
利
益
を
主
眼
に
置
き
、
之
に
都
合

よ
き
規
定
を
以
て
出
来
上

っ
て
居
る
も
の
た
る
の
議
セ
免
れ
難

い
か
ら

一
で
め
る
・

'一

…
其
上
に
又
更

に
、
』
肛
會
的
な
る
農
業
勢
働
保
護
法
が
全
然
映
如
し
、
肚
會
的
な
る
保
険
制
の
利
益
の
加
…
き
も
、

一
多

《
農
業
勢
働
者
に
.は
及
ぼ
さ
れ
す
、
ヌ
多
く

の
団
々
に
在

っ
て
は
、
.農
業
労
働
者
に
謝
し
て
は
、
結
肚
橿
も
罷

申

.



藩

も
紅
ま
発

る
所
要

之
漉

し
て
塁

弊
響

・
垂

蓄

穿

の
養

実

　

る
不
争

を
聾

　ざ
る
.を
得
ぎ

有
様
・
居
る
。
『
近
謎

塞

活
上
・
於
け
姦

子
旨

い
ふ
藩

が
・
深
く
農
募

響

の
頭
に

覆

み
込
み
、
其
の
嚢

・
呪
・
れ
た
る
・
・
を
訴
・
・
は
・
決
じ
・
理
由
奮

次
第
で
は
な
㌦

…
次
長

、
農
萎

働
・
は
霧

の
異
・
に
從
つ
・
夫
・
そ
の
霧

特
警

・
藩

が
存
在
し
・
其
の
壽

の
下

.

に
鬱

蒼

種
々
の
菊

盆
を
戚
ξ

・
あ
・
。
帥
ち
或
種
の
霧

・
於
け

る
蕩

躊

の
過
長
な
る
こ
`
・
勢

「働
霞

殆
奮

、
自
己
の
畠

・
之
を
用
・
得

べ
き
休
日
を
有
た
阻
こ
・

(持
・
讐

霧

に
於
三

蓋

種
の
業

　
務
が
特
に
不
潔
で
不
愉
快
で
、
然
か
も
之
量

す
る
特
別
餐

の
定
め
な
き
等
の
こ
忘

・
農
業
傷

者
を
し
て

奪

其
の
懸

・
識

・
・
し
む
・
貿

手

・
・
而
・
茎

欝

に
・
蕩

の
殺

傷

の
方
法
等
に
關

し

て
、
勢
働
者
の
意
思
を
釜

七
、
其
の
意
見
を
容
れ
て
、
雇
主

轟

働
誉

や

島

回
的
に
・
之
を
行

ふ
ξ

の
譲

擁

し
て
居

・
の
は
.
轟

の
傷

者
最

っ
て
は
、
莫

な

善

痛
た

ら
ざ
る
を
得
な

い
・
.

・

～

此
等
の
事
情
あ
・
が
爲
・
に
、
人
・
は
近
屡

・
農

業
蕩

を
厭

い
、
同
じ
-
働
く
に
し
葛

・
今
少
し
満

序

ぺ
・
嚢

雫

に
蕩

し
得

・
・
他
の
肇

・
移
霧

か
ん
手

る
風
が
・
漸
姦

に
な

っ
て
乗
る
.
そ
し

　
て
其
・
傾
向
・
工
薩

盛
・
諸
・
・
於
・
醤

之
・
見
・
毒

・
即

す
る
・
曾
三

九
。
六
年
に
鑑

査

…
の
減
少
。
關
し
、
英
国
の
霧

省
が
馨

を
行

っ
た
際

・
、
蕩

馨

霞

慨
歎
し
て
述

べ
て

い
ふ
や

う

『
現
今

㎝

雀

が
+
四
才
重

馨

座
.美

し
泰

・
・
、
馨

・
温
か
・
書

軸

・
た
足
言

慣

れ
で
し
ま

っ
て
居
て
・
最

論

叢

農
舞

留

題
二

・

.

筆

三
巻

笙̂

號
.

六

一
)

六

「
.

6)Zessner-Spitzenberg
,a.a.、O.S.9ff.
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量

麟
・
嚢

鍵

雨
・
犯
・
て
泥
土
の中
鉱

+鷺

・馨

鑑

ギ

には
.

灘
灘
　　鰹
　削嬉
　蟻
鎌
懲

鞠　

一

、
洵
に
現
今
農
村
の
出・年
男
女
が
漸
次
農
馨

・
餐

　

・
酵

於
て
詣

な
馨

あ
射

鱗
驚
灘
欝

撫

.羅
羅
・鑓

難

　継
.

申



壌

て
糞

の
慧

の
行
・
・
ざ
…

　

以
・
、
大
い
な
・
露

巌

ξ

　

・
そ
し
て
彼
葦

北
の
見

一

、地
よ
り
推
し
進
む
で
、
肇

蕩

に
於
て
も
、
亦
工
舞

働
・
於
・
・
が
聖

、
蕃

嵩

講

・
關
・
て
は
和

「解
及
び
仲
裁
々
調

度
・
馨

・
れ
ん
こ
墓

・
璽

・
、
其
些

般
的
・
三

舞

響

鋳

し
て
在

れ
る

蕎

経

。
嚢

に
、
・
、
荷
く
も
、
農
輩

轡

芒

・
・
審

行
・
得

ら
ゑ

き
所
の
も
の
は
・
不
黍

な

藩

雑

躍

れ
ん
、
。
を
砺
望
し
、
農
業
勢
働
者
を
縫
子
扱
に
す
る
は
、
太
い
な
乃
曲
事
　
.
　

ん
.

総

べ
て
奪

の
肇

情
は
、
翠

塁

鬱

蒼

・
・
、
其
の
謹

景

満
足
翫

・
め
菰

て
.「
再
.
は
彼

辱

。
離
村
の
傾
向
ご
都
喜

入
の
傾
向
妄

助
成
し
、二

面
に
は
義

毒

留

饗

し
て
其
の
意
義
を
架

せ

τ

め
。
ち

る
所
。
あ

で
あ
る
が
、
更
莚

・
・
之
を
考

へ
・
見
・
・
、
土
地
所
有
の
關
係
蕎

の
答

的
諸

一
事
情
、
、
右
等
の
肇

情
同
倦

之
管

聾

む
で
問
題
を
七
て
益
々
困
難

ら
し
め
つ
㌧
.あ
る
)
.

.

面

ち
先
づ
土
地
誓

の
潔

観

・
て
見
・
に
、
肇

傷

者
長

っ
て
も
・
薫

土
地
の
所
有
　

も
の
を

蒋

た
ね
考

・
、
多
少
之
を
寧

者

は
、
其
の
生
活
苦

於
・
　

其
の
精
神
吉

於
て
も
・
甚
し
妻

定
不

安
定
の
。
る
、
髭

難

い
奮

…

、
嵩

者
・
姦

が
器

・
農

舞

働
套

・
て
土
地
を
所
有
せ
ざ

、
も
。
た
る
か
、
菱

斯
あ

如

・
琵

較
的
少
数
・
、

多
馨

・
多
少
の
土
地
を
所
有
・
つ
、
同
時
に
他
人

に

寝

は
れ
て
其
の
鶴

に
隼

・
も
穿

か
・
、
肇

㌫

・
題
長

・
て
は
・
少
か
ら
轟

情
の
相
違
を
齎
す

請

濃
.

農
業
鱒
働
問
題

〔
こ

、

.
第
†
三
巻

(第

「
號

六
三
)
.

六
三

●

や

■



論

叢

鶴

鍵

問
題
(
一
)

筆

三
費

笙

號

六
四
)

六
四

一
も
の
藷

は
ね
ば
な
島

、
而
し
て
小
地
主
制
が
挙

行

は
れ

て
、
土
地

の
所
有
を
有
せ
ざ
る
器

な
る
雇
纏

一
働
者
、
、
勤
勉
さ

へ
怠
ら
な
け
れ
ば
、
土
地
所
有
・
亨

暫

馨

・
書

・
・
國
柄
く

大
地
主
禦

廣
く
行

一
は
れ
て
、
其

の
馨

の
少
き
国
警

・
於
て
は
、
問
題
・
晋

ら
・
分
れ
來
・
ざ
・
を
轡

い
・
從
麦

小
望

湧

廣
,
行
。
る
、
我
国
・
如
・
に
於
け
・
塁

蕩

問
題
・
摯

・
士
鶴

係
の
改
築

大
聖

制
震

く

.

行
は

る
Σ
英
国
な
。三

於
け
・
政
箏

は
、
自
ら
多
少
其
趣
を
異
に
せ
ぎ

を
得

な

い
・

次
に
婁

傷

者
最

っ
て
、
姦

…

誤

、
農
華

働
・
傍
、
工
業
蕩

嬉

事
す
る
を
得
る
馨

の
.

盈

多
少
ご
い
ふ
・
ご
之
れ
で
あ
る
.
暫

附
君

毒

が
・
つ
て
.
之
最

俯
せ
ら
る
、
馨

の
籍

秦

　。
工
業
の
如
き
が
行
は
れ
て
、
副
業
的
箕

の
霧

を
響

馨

・
有
無
多
少
・
・
ふ
.こ
義

で
あ
る
・
而
.し

」て
此
の
馨

の
鯨
り
に
豊
窮

泊
る
所
に
在
・
て
は
、
農
舞

働
.・
却

つ
・
崇

矯
め
に
欝

轟

て
・
農
業
蕩

一
音

は
化
、
王

毒

働
皇

手

・
・
の
・
書

、
農
業
欝

繁

盛

鷺

・
植
付
や
刈
入

號

湊

て
之
に

一

喜

.。
に
過
ぎ
・ざ
・
に
至
る
…

あ

・
.
例

へ
ば
蓉

・
近
・
辱

・
:

;

・
シ
藝

氾
・

　
　
　

な　
　
りの
　

　
内

工
業
。
盛
に
行

は
れ

る
地
方
・
如
き
に
於

・
、
農
村
雀

・
・
嚢

村
嘉

　

繋

は
誓

て
副
講

に
行

一
。
る
Σ
に
至
,
、
主
鱗

を
替
・
・
禦

を
呈
す

・
量

・
が
如
・
之
れ
で
あ
る
・
斯
か
る
場
A
長

簡

呈

す
.

　
る
利
害
は
、
欝

者
共
の
人
・
最

っ
て
も
、
頗

・
重
大
な
る
も
の
な
き
を
蛋

・

磁

後
に
饗

傷

者
に
取
・
て
其
の
境
遇
に
大
…

不
満
・
肇

・
む
・
原
因
を
芋

・
の
は
・
.現
時
安

禦

季

響

最

中
・
ら
れ
、
田
倉

・
ゴ
港

繁

繁

甚

・
雰

誓

預
歪

響

な
い
爲
め
に
・
碍

,

や

,



.

舎
の
秀

異

の
子
女
の
警

に
多
大
の
犠
牲
を
彿
は
ざ
る

べ
か
ら
す
、
農
村

に
於
て
は
殆

ん
ご
其

の
+
分
.な
る

…

警

を
爲
し
得

。
馨

楚

、
多
大
の
舞

姦

む
で
之
を
響

邊

ら
ざ
る

べ
か
ら
ざ
る
・ぎ

＼

又
田
舎
の

一
一
生
活
が
.
「
般
的
に
文
明
の
刺
激
を
異
く
る
こ
ε
少
く
、
田
舎
に
在

っ
て
は
、
人
々
其
の
天
稟
才
能
を
獲
挿

し
得

る

　絵
地
も
な
く
、
其
の
生
活
は
、
物
笑
的

に
貧
弱
な
る
が
上
に
、
精
神
的
に
も
甚

だ
内
容
空
虚
な
る
を
以
て
甘

ん
せ

一
　
。
。
れ
ば
・
ら
阻
.」
ご
、
之
れ
で
あ
る
.
然
・
に
現
代
人
・

奮

・
、
蕃

會

暑

・
震

完
昏

重

し
、
之
を
以
て
生
存

の
大
裏

な
皇

考
ふ
る
も
の
で
あ
る
か
ら

、
田
舎
に
居
住
す

る
者
が
・
其
の
人
爵

震

充
實
の
機
會
を
得
難

-
、
之
塞

ふ
こ
ξ

、
之
を
叢

す

・
こ
ξ

、
+
分
に
行

ひ
得

べ
か
ら
ざ

る
は
・
實
.に
.

「最
も
現
時
の
農
村
居
住
者
の
、
苦
痛

ご
威
す
る
所
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
此
の
苦
痛
は
濁
り
農
村
の
有
産

階

級
。
於
て
馨

ら
・

、
所
た
・
の
み
な
ら
す
、
傷

者
階
級
の
間
に
も
管

蔵

芸

要

啓

す
る
・
.蓋
し

庶
民
嚢

の
図
心澤
は
、
農
村

の
講

者
に
も
及
び
、
復
讐

讐

今
や
目
醒

め
た
る
現
代
人
だ
.る

に
於
て
・
・必
ず

し
も
都
市
の
勢
働
者

に
劣

る
者
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

人
動
も
す
れ
ば
、
農
村
生
活
・
於
け
る
此
の
精

欝

不
満
を
以
て
.
田
舎
に
は
墾

欝

少
女

蕩

馨

少
き
こ
ご
に
存
す
ε
寫
し
、・
現
代
人
は
昔
の
人
に
比
較
す
れ
ば
更

に

一
層
享
樂
主
義
的
ピ
な

っ
て
居

る
の
に
西
田

奮

於
け
ゑ

樂
の
馨

は
却
つ
五

・
時
　

も
大
・
に
減
少
し
、
所
謂
群

な
・
・
め
・
益

々
田
舎
の
餐

謡

會
を
幾

し
つ
詰

る
u
然
る
に
響

に
は
最
も
低
級
な
る
も
の
よ
り
極
め
て
高
俗
な
る
も
の
に
至
る
ま
衝

あ
ら
ゆ
る
櫨
類
の
享
樂
の
機
會
ε
設
備

ご
が
整

っ
て
居

る
も
の
だ
か
ら
、
農
村

の
人
々
は
愈
々
田
舎
の
血
清
に
封

齢

鰻

農
業
欝

腰

(
.ご

第
+
三
巻

璽

號

奎

)
■

六
五

層

"

.
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農
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麗

;
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三
巻

(肇

號
.

⊥
八
六
)
.
.

杢

ハ
.

し

て
不
遭

を
撃

・
に
手

、
袈

ひ
て
響

・
向
.つ
て
難

山
ゴ

・
量

ら
し
む
る
護

明
せ
を

宮

・

湧

説
明
も
決
し
て
間
違
っ
て
居
を

は
謂
・
難
-
、
薫

も
大
・
・
在
・
逃

し
そ
れ
発

商

題
の

一
部
分

蕩

っ
て
決
し
て
其
の
全
部
で
も
?

、
美

い
な
・
雰

で
も
な
い
.
寧
・
轟

は
袈

蕊

は
叢

書

い
、

孚

、
や

ら
ゆ
る
畜

的
雑

生
活
の
忠

が
饗

藁

・
ら
れ
、
生
活
・
充
實
・
人
募

向
上
の
響

が
蓼

　に
響

・
・
れ
・
・
纂

・
る
ミ

　

、
・
舎
生
活
・
叢

・
威
せ
・
む
る
量

れ
る
こ
ぜ
.に
存
す
る
・
要
す

る
に
人
は
麺
包
の
み
に
依
て
生
存

し
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
農
村
の
人
々
、
特

に
は
労
働
者
階
級

こ
い
へ
ご

%

、
麺
包
以
上
の
も
の
を
求

め
て
然
か
も
其
與

へ
ら

れ
な

い
の
に
不
満
を
抱
く
も
の
な
の
で
あ
る
・

右
ご
關
聯
、
て
誓

言

重

き
,、
・
.は
、
農
村
・
在

っ
て
は
、
璽

の
設
備
不
完
全
で
・
特
碁

療
機
會

の

.

不
+
譲

る
・、
議

、
や
は
り
農
村
の
住
民
を
・
・
、
真
星

活
・
不
峯

禁

書

三

原
因
を
形
造
っ

て
居

る
。
人
多
-
は
響

は
不

健̀
鑑

で
田
舎
握

康
地
だ
か
ら
三

ふ
の
で
・
此
の
問
題
に
つ
い
て
は
殆
ん
ざ
震

せ
な
い
け
襲

、
も
、
不
健
康
地
た
・
響

も
、
琴

璽

務

が
塞

喜

療
が
+
分
に
行
届

く
の
で
・
農

地

天

る
器

　

か
も
、
却
て
死
塞

を
減
じ
つ
ち

・
ξ

は
、
慧

・
れ
な
け
れ
ば
な
ら
昊

事
、實
で
あ
る
・

　
直
接
。
繋

馨

の
不

.雰

な
・
を
緩

し
て
不
安
を
撃

農

民
の
心
情
を
・
、農

地
不
欝

誓

い
義

念

一
的
分
類

に
依

っ
て
抹
殺
す

る
わ
け
に
は
行
か
澱
。

　

隻

田
舎
の
住
居
特
鼻

翼

　の
住
家
め
歪

ご
不
繋

慧

ξ

、
警

の
生
蓼

苦
痛
な
ら
し
聾
三

原

因

を
寫
す
次
第
で
、
其
の
歌
態
特
に
英
国
や
鍵

の
如
き
に
於
て
甚
し
↑
、
展
墓

働
問
題
の
壷

黙
は
・
實

に

曜



」、住
居
農

に
穿

重

で
唱

へ
ら
れ
て
居

る
。
而
し
て
彼
の
鑑

に
臆

し
・
之
に
雇
誉

吾

は
兵
家
に
住
ふ

「
.、
喜

釜

な
各

・b
れ
た
る
劣
悪
な
る
講

謹

宅

(所
謂

…
氏
.・
　

・
ε

が
、

ζ

に
不
屡

的
な
・
の

[

み

な
享

、
甚
し
券

働
者
の
自
由
を
聾

す
る
も
の
ε
し
て
,
馨

政
策
的
見
地
よ
-
し
て
・
非
難

の
的
こ
な

～-
つ
　

が
如
・
は
、
.肇

蕩

鰻

・
蒙

す
・
に
眈
・
・
は
・
・
遁
・

・
か
銭
ざ
る
所
に
掌

る
副

國

一
に
在

っ
て
は
、
比

高

警

あ
ま
り
切
迫
し
た
重
大
意
義
を
爲
す
に
は
至

っ
て
属
島

が
・
凋

義

國
こ
い
は
す

何
れ
の
國
に
在

っ
て
も
、
大
農
響

の
下
に
雇
傭
蕩

の
辱

行
は
れ
る
暫

、
小
規
模
な
る
自
作
農
業
や
国
作

兼

小
作
農
業

や

の
贋

一
行

は
れ
る
所

ご

に
於

τ
は

、
此

等

の
黙

に
就

い
て
も

少

か
ら

ず
事
情

の
相
違

を
齎

ら

さ
ズ

る
を
得

組
。

,
.

…
農
業
勢
働
者
の
立
場
よ
b
之
を
観
た
る
農
業
労
働
問
題

は
、
大
要
上

に
掲
ぐ
る
や
う
な
諸
黙
に
溺
れ
だ
る
頗

る

複

鴛

る
内
容
を
有
す
・
問
題
で
あ
っ
て
、
弊
習

聾

し
て
菱

肚
會
問
饗

し
て
、
其
の
意
義
の
頗

る
重
大

な

る
も
の
た

る

こ
・し
は
、
以
上

の
説

明

に
照

し
て
之
を
窺

知
す

る

こ
ご
が
出
凍

る
。

而
し

て
問

題

が
或
は
農
業

ご

…
い
ふ
霧

の
養

　

肇

、
又
現
時
の

疲

経
済
羅

よ
り
夢

、
更
に
隻

羅

の
文
明
寵

塞

活
2

般
的
猷
呪
及
葺

の
精
神
的
傾
向
よ
り
來
る
も
の
で
あ
る
か
あ
・
其
の
鍾

に
就
い
て
は
・
此
等
の
諸
方
面
に
封

…
し
て
十
分
な

る
考
察

を
駕
す

を
要
す

る
ε
同
時

に
、
其

の

問
題

の
關

聯
す

る
所
が

、
多
岐

に
渉

"
る
だ
け
、
其

の

.

解
決
も
亦

決
し
て
容
易

の
業

に

あ
ら

ざ

る
こ
ε
を
推
知

せ
な

け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

(未
完

)

論

叢

農
業
労
働
問
題
(
ご

第
十
三
巻

(第
「
號

六
七
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